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.水温周からのお矧5曾

“ヨまい7./("奈良の水道

安心してお使いください

水道局では 水根から蛇口まで高度な分析機器を使い きびしい水質検査を

行っています。検査は重金属農薬 トリハロメタンなど延ぺにすると

looJji EI以上にも及びます。 トリハロメタンの年間平均値は国の基準 (0.10m 

g/t以下)のおよそ 3分の l経度です。

くわ しい検査結果は、水道局や市の図容館でいつでも ご覧いただけます。

/‘  

-

'" 質量分亀有様圃

こん忽槽器を置い

厳正忽水圏構置をしています !

elcP筒貴分析穫量
ごく微量の.金属を短時間に高感度で ~分析

-イオンクロマトクラフ
塩素イオ;，-'.:どの絵イオ J、ナトリウムなどの陪

イオ Jを自動測定

e" ジ&トラップ装置付ガスクロマトグラフ貧血

分析置す

1・発性の有機化合物ゃトリハロメタノなどごく際

孟の有縫物舎測定

.ガスクロマトグラフ質量分断計
県留農薬や カピ奥物質などの傑~省側物を測定

-高速鴻体クロマトグラフ
A権獲などの;ff機温素化合物".やでもガス化Lない

ごく僚監の右俊鞠.測定

.浄水沼

同
.柑

**貨償資している場所

きびしい水質検査を受けた水道水

..凶ば4・l'
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63日

世界に跨る文化遺産の宝庫幸良で

世界遺産を講演
~古代木造建築物の世界的思研究家

ラール包ン旬土来る~

悼輔の酬と輔の支化制i山 で 酬 を 海 めても

らあうと鴎祖師金を開催します.

とき 6月2日(自序後2時から

ところ中央公民館(よ三条町)

11!iii:!!???iiiili 
タ:竺 込.01;..・ 竺fl4~ ¥1'.銅 話口 γUij 

LH15 BEE 22人M4E-RT4 
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ウ.-工保大学級健 イコそス困瞭木造建.委興会事務局長

lテマ】
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氏名•• と・いで5月"日までi必着で

市役所.界遺鹿霊緑微温室へ.
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な必駐車滑が.句まぜんの

?公共交通自慢悶，ご伺廟く"き

， I制凶4""
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市民ふれあい運動推進大会
~ひろげようふれあいの輪~

とさ 5月26日(日)

午前10時から

とこる 中央体育館(法蓮町)
-
L
t
i
t
-
-
h
i
E
 5
i
i
!
 

の市民".加.集
トラクシ贋ンでいっ

そうふれあいの酎也刊まれ

千

可F， 

h 

-一
-
2
2
1
1
2

府内名所て判断どき'"叫柵l府われます.

間ゆ'"説明a撃盛を閉じてL志.. 

• 
マ 山 同 日 夕 ー の
ふ棚、くん

，!iでは、 「市民ふれあい運動」を推進

しています。この運動は 地竣住民間j

のふれあいを通じて、 L、豊かな人間性の

形成と市民相kの連帯感や協力4しを高

め、やさしさとふれあいのある明る〈住

み良いまちづくりをめざしています。

今年も より 一層ふれあいの給を広げ

ようと 次のように権道大会を開きます。

大会では、日ごろからこの運動の推進

に貿献きれている個人 団体に感謝状が

贈呈されます。市民参加のアトラクンヨ

ンも行われます。

大会終了後には中央体育館前で市の農

業特産物の茶 しいたけ花木などの即

売会や 中央第二体台館ではふれあいり

サイクルンヨップが聞かれますロ

ご来鳴をお待ちしています。

入場を希望する人は市役所 110受付ま

たは各出張所連絡所で霊理券を渡しま

すので 5月201:1-241:1にお館しくださ

し‘。

※手話通訳もありますB

くわし〈は市役所広報公聴諜(二条大

尚南一丁目 1-1 ft⑧1 1 1 1)へ。
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